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論文の内容の要旨 
 平林真伊氏の博士学位論文は、学校数学において数学的モデル化能力を育成する学習指導を構想す
るために、初等教育段階における文章題の解決過程に着目し、児童による問題場面の解釈を促進する
方法を実証的に明らかにしたものである。その要旨は以下の通りである。 
 著者は、学校数学において数学的モデル化能力を育成する学習指導のあり方を構想するために、学
習者による問題場面の解釈を促進する方法を明らかにすることを目的として、二つの研究課題を設定
している。第一は、数学的モデル化における問題場面の解釈を促進する方法を具体的に明らかにすることで
ある。また、第二は、その促進の方法の有効性を実証的に明らかにすることである。 
 この課題の解決のために、著者は以下のような研究方法を用いている。第一の課題については、数学的モ
デル化に関する文献の解釈、及び小学校において扱われる文章題の分析による理論的考察を行っている。
また、第二の課題については、教授実験による実証的考察によって解決を試みている。そして、得られた知見
を総合的に考察し、数学的モデル化能力を育成する学習指導について、教材の構成及び教師の役割の観
点から示唆を述べている。 
 論文の前半で著者は、問題場面を数学的に解釈するという観点から数学的モデル化の過程を捉える
Lesh & Zawojewski （2007）に依拠して数学的モデル化過程の概念規定を行うとともに、初等教育と
中等教育の接続を視点として先行研究を整理し、その課題を指摘している。また、数学的モデル化過
程の主要な相である「定式化」と「解釈・評価」について、両者を「みなすこと」と「あてはめるこ
と」と概念化して、初等教育段階での数学的モデル化能力を捉える枠組みを設定している。 
 前者は、児童が（暗黙的に）仮定を設定することで、ある問題場面を解釈した結果としてモデルを
導出する行為であり、児童が設定するモデルの差異に焦点を当てることで、非数学的な方法による「前
数学的モデル」から数学的手段によって表現された「数学的モデル」への変容と数学的モデルの洗練
によって「みなすこと」の促進を捉える方法を示している。また、後者は、得られた数学的結論を元
の場面と関連づけることで現実世界における結論を求める行為であり、得られた結論を修正する過程
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や結論を導出する際に表出する価値観に焦点を当て、より多面的な立場から結論を評価、検討して結
論を修正することとして「あてはめること」の促進を捉える方法を示している。 
 論文の後半で著者は、数学的モデル化過程における「みなすこと」と「あてはめること」の各相におけ
る問題場面の解釈を促進する方法を、質問紙調査によるスクリーニングによって抽出した児童を対象とする二
つの教授実験によって実証的に明らかにしている。 
 前者の「みなすこと」については、「単位量あたりの大きさ」の問題場面を用いて、児童のペアを対象とした教
授実験を実施し、児童が用いる数学的モデルの質とその変容を分析している。それによって、「みなすこと」を
促進するためには、導出したモデルが類似の構造を持つ他の問題場面でも利用可能であるかどうかを確認さ
せ、条件を変更した問題場面を提示することが有効であることを指摘している。また、他者との相互作用の機
会を意図的に設定することで、児童によるモデルの見直しが促されることを明らかにしている。後者の「あては
めること」については、整数の除法で商と余りについての吟味が必要になる問題場面を取り上げ、児童
のペアを対象とした教授実験を実施し、児童が用いる数学的モデルの質を分析している。それによって、「あ
てはめること」を促進するためには、用いる演算の意味を再考する必要が生じるように、新たな条件を付加した
異なる問題場面を提示すること、また他者との相互作用の機会を意図的に設定して異なる価値観に触れさせ
ることで、結論の評価や再検討が促されることを明らかにしている。 
 以上の考察を踏まえ、著者は、数学的モデル化能力を育成する学習指導のあり方を教材構成と教師の役
割の観点から議論している。学習指導においては、問題場面の構造を変えつつ、児童がその問題場面の本
質を探究するように促すことが重要であり、構造化されていない問題やモデルの反例となる場面を教師が提
示することが、児童による問題場面の理解を深めるという点で有用であることが述べられている。 
 残された検討課題として、著者は、促進の方法の精緻化、数学的モデル化能力の経年的な変化の確認、そ
して初等教育段階における数学的モデル化に関するカリキュラム開発を挙げている。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 数学的モデル化の学習指導に関する従来の研究は主として中等教育段階を対象に行われてきたが、
本研究は、数学的内容が顕在化しにくい初等教育段階に敢えて焦点を当てて数学的モデル化能力を捉
え直すという着想によって、この研究領域に新しい光を当てたことに研究の意義が認められる。また、
教授実験を設計・実施して、数学的モデル化における問題場面の解釈を促進する方法を実証的に明ら
かにした点は高く評価され、学位論文としての水準に十分に達している。今後、教授実験から得られ
た知見を教室での学習指導の研究に発展させることで、本研究の意義は一層高まる。 
平成２９年２月７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
よって、著者は博士（教育学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
